
１　アンケート概要

藤沢市教育委員会　教育総務課

２０２２年（令和４年）９月１日から９月１６日まで

藤沢市立小中学校に通う児童生徒の保護者

Googleアンケートフォームまたは紙面

２７，３３１人 回答者数 ： ７，５８６人 回答率 ： ２７．８％

２　アンケート結果

【回答者内訳】
小学校　　5,151人 中学校　　　2,435人

【回答者内訳】
小学校　　5,151人 中学校　　　2,435人

実 施 期 間 ：

対 象 者 ：

回 答 方 法 ：

対 象 者 数 ：

小・中保護者　アンケート調査結果（全体版）

実 施 者 ：

問 お子さんの通学にはおおよそ何分かかっていますか？

問 どの程度の時間までが通学時間の可能な範囲だと思いますか？
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【回答者内訳】
小学校　　5,151人 中学校　　　2,435人

小学校と中学校の両方　　1,124人 中学校　　　1,311人

問 「藤沢市立学校適正規模・適正配置に関する基本方針」にそって、これからの学校の規模や

配置について検討していくうえで、大切だと思うことは何ですか？

（４大切だと思う/３やや大切だと思う/２あまり大切だと思わない/１大切だと思わない）
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4大切だと思う 3やや大切だと思う 2あまり大切だと思わない 1大切だと思わない
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図工室や音楽室などの特別教室が充実していること

4大切だと思う 3やや大切だと思う 2あまり大切だと思わない 1大切だと思わない
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地域の人たちと交流ができること
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通学区域が藤沢市の13地区※の行政区割りの地区内にあること
※13地区＝六会・片瀬・明治・御所見・遠藤・長後・辻堂・善行・湘南大庭・湘南台・鵠沼・藤沢・村岡地区

4大切だと思う 3やや大切だと思う 2あまり大切だと思わない 1大切だと思わない
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【回答者内訳】

小学校　　5,151人

小学校と中学校の両方　　1,124人 中学校　　　1,311人

【回答者内訳】
中学校　　　2,435人

【回答者内訳】
小学校　　4,027人 小学校と中学校の両方　　1,124人 中学校　　　1,311人

問 あなたは小学校は１学年あたり、何クラスが理想だと思いますか？

問 あなたは中学校は１学年あたり、何クラスが理想だと思いますか？
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以　　上

「藤沢市立学校適正規模・適正配置に関する基本方針」にそって、これからの学校の規模や

配置について検討していくうえで、大切だと思うことは何ですか？に寄せられた意見（抜粋）

分類 件数 意　　　見　　（抜　　粋）

学区 222
住所で区切るのではなく、最も近い学校に通えることが理想かと思います。ただ、児童数など考慮したい点もあるので、
複数の選択肢があってもよいかと思います。

学校規模 273 先生の目が行き届く範囲の人数であること。全員が施設を充分に使える人数であること。

通学路 180
実際に通う子どもと保護者が安心して通えるのが理想だと思います。子どもへの負担は少なければ少ない方が良いで

す。

設備 166 設備や環境が学校によって差が無いこと。

災害時 20 今後の震災、特に地震に備えての安全な校舎、自宅から離れ過ぎない程度の避難可能な距離にある学校。

教員に関すること 126 教員の負担軽減のためにも、生徒と先生のバランスは大事だと思います。

支援学級 12 今後増加する支援級の児童のために、支援級やインクルーシブ教育の質、数のＵＰ。

地域 28 地域の見守り体制。

ランドセルが重すぎるので、臨機応変に学校に置けるようにしてもらえるとありがたい。

共働き世帯の増加に伴い、PTAでの保護者の負担を軽減し、子どもとの時間を増やすこと。

学童（児童クラブ）が学校の至近距離にあって欲しい。

※その他に関しては、学童、PTA、給食、教育方針、荷物が重いなどの意見がありました。

その他※ 328
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